同時に相談できる感染症
これらの感染症は毎年、感染する人がたくさんいます。
感染していることに気がつかない人が多く、病気がひどくなってから感染に気づくケースが多くあります。早期に治療を受けた方が、健康面でも経済面でも負担が軽くなります。「ひょっとして…」と、思い当たることがあるならば、本日の診察中に、同時に相談することができます。相談したい項目にチェックを記入して提出してください。
ウイルス性肝炎
国内最大の感染症です。性行為や、海外旅行中の飲食などで感染するケースが多くなっています。早期に感染に気づくことが難しく、肝硬変や肝臓がんへと移行することがあり、自発的に検査を受けるよう呼びかけられています。
ウイルス性肝炎について医師と相談したい　□（チェック）
肺結核
日本では、まだまだ多い感染症です。咳などによって飛び散った菌を吸い込むことによって感染します。かぜと症状が似ているため、長期にわたって感染に気づかず重症となる場合があります。
肺結核について医師と相談したい　□（チェック）
インフルエンザ
空気中のウィルスを吸い込んだり、手などについたウィルスが口に入ることなどで感染します。かぜと症状が似ているため、症状が重くなるまで感染に気づかない場合が多く、重症となる場合があります。感染を防ぐには予防接種が有効です。
インフルエンザについて医師と相談したい　□（チェック）
ＨＩＶ／エイズ
日本でも、感染者がたいへん増加しています。梅毒・淋病・クラミジアなど、ほかの性感染症と同じ経路で感染するため、同時に感染するケースが多くあります。感染に気づきにくい期間が長く、他の人を感染させてしまったり、症状が重くなってから感染に気づく場合があります。
ＨＩＶ／エイズについて医師と相談したい　□（チェック）
　　　　　　　　　　　　　　お名前
問診票








